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「茶
寿
」を
迎
え
た
山
際
イ
ク
ヨ
様
を
祝
って 

 
 

社
会
福
祉
法
人
り
ん
さ
く
福
祉
会 

理
事
長 

 

須
田 

 

滉 

 
 

 

長
寿
と
は
、
長
生
き
の
意
で
あ
る
が
、
具
体
的
に
何
歳
か
ら
指
す
の
か
に
つ
い
て
は

明
確
な
定
義
が
な
い
の
が
現
状
の
よ
う
だ
。
国
に
よ
り
、
時
代
に
よ
り
、
性
に
よ
り
、

ま
た
生
活
環
境
に
よ
っ
て
寿
命
は
異
な
っ
て
く
る
。
ち
な
み
に
、
私
が
開
業
し
た
こ
ろ

の
昭
和
五
〇
年
代
は
、
男
性
は
五
五
歳
が
定
年
で
、
六
〇
歳
代
に
は
何
と
な
く
生
命
を

全
う
す
る
人
が
多
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
今
は
、
一
般
に
八
〇
歳
以
上
を
長
寿
と

す
る
場
合
が
多
い
が
、
日
本
の
よ
う
に
平
均
寿
命
が
、
男
八
〇
歳
、
女
八
五
歳
を
ほ
ぼ

超
え
て
い
る
国
で
は
、
八
五
歳
以
上
を
長
寿
と
す
る
ほ
う
が
よ
い
と
す
る
説
も
あ
り
ま

す
。 

 

長
寿
者
を
家
系
的
に
み
る
と
、
長
寿
者
の
父
母
の
約
四
〇
％
が
七
〇
歳
以
上
、
約
六

〇
％
が
六
〇
歳
以
上
で
亡
く
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
兄
弟
姉
妹
に
も
長
生
き
の
者
が
多
い

こ
と
か
ら
、
遺
伝
と
の
関
係
が
強
い
こ
と
が
窺
え
る
。
双
生
児
の
寿
命
は
、
二
卵
性
の

場
合
、
寿
命
差
が
約
六
年
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
一
卵
性
で
は
わ
ず
か
三
年
に
す
ぎ
な

い
と
い
う
研
究
報
告
も
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
寿
命
に
は
、
遺
伝
の
み

な
ら
ず
、
他
に
も
多
く
の
因
子
が
関
与
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
地
域

的
に
は
、
以
前
は
宮
崎
県
、
愛
媛
県
な
ど
の
西
日
本
の
気
候
温
暖
な
地
域
住
民
に
長
寿

者
が
多
い
と
さ
れ
た
が
、
近
年
は
東
京
都
、
神
奈
川
県
な
ど
、
医
療
体
制
に
恵
ま
れ
た

大
都
市
で
の
平
均
寿
命
が
高
い
と
い
う
傾
向
が
み
ら
れ
ま
す
。 

 

今
回
、
健
や
か
で
、
明
る
く
百
八
歳
と
い
う
「
茶
寿
」
を
迎
え
ら
れ
た
山

際
イ
ク
ヨ
様
は
健
康
寿
命
と
は
、
こ
う
あ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
お
手
本
を

示
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
明
治
三
十
八
年
五
月
一
日
生
ま
れ
の
山
際
さ
ん
は

六
人
の
子
供
を
育
て
な
が
ら
、
ご
主
人
に
尽
く
す
典
型
的
な
良
妻
賢
母
だ
っ

た
の
で
し
ょ
う
。
茶
寿
の
祝
賀
会
で
は
、
三
男
の
息
子
さ
ん
が
、「
母
が
元

気
な
こ
と
は
、
私
た
ち
に
生
き
る
力
を
与
え
て
く
れ
て
い
る
。
元
気
に
、
優

し
く
、
六
人
の
子
育
て
を
し
て
く
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
る
。
一
日
で
も

長
生
き
で
き
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
ほ
し
い
。」
と
述
べ
て
お
ら
れ
ま
す
。 

 

茶
寿
の
お
祝
い
の
、「
茶
」
と
い
う
字
に
使
わ
れ
て
い
る
草
冠
の
旧
字
は

「
十
十
（
二
十
）」
に
な
り
、
草
冠
の
下
は
「
八
十
八
」
に
分
解
す
る
こ
と

が
で
き
、
全
て
を
足
す
と
百
八
と
な
り
、
百
八
歳
の
お
祝
い
の
呼
称
に
な
り

ま
し
た
。
発
案
者
は
お
茶
屋
さ
ん
だ
そ
う
で
す
が
、
実
際
、
お
茶
を
好
む
お

年
寄
り
は
多
い
で
す
し
、
健
康
増
進
の
一
翼
を
担
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
ら
。

さ
て
、
次
に
行
わ
れ
る
大
き
な
長
寿
の
お
祝
い
は
、
百
十
一
歳
で
行
わ
れ
る

お
祝
い
で
「
川
寿
（
せ
ん
じ
ゅ
）」
や
「
王
寿
（
お
う
じ
ゅ
）」、「
皇
寿
（
こ

う
じ
ゅ
）」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
川
寿
は
、「
川
」
と
い
う
字
が
文
字
通
り

百
十
一
と
似
て
い
る
こ
と
か
ら
呼
び
名
が
つ
き
ま
し
た
。
王
寿
は
、
「
王
」

と
い
う
感
じ
を
分
け
て
み
る
と
、
一
十
一
と
な
る
こ
と
か
ら
呼
び
名
が
つ
い

て
い
ま
す
。 

 

皇
寿
も
同
じ
よ
う
に
、
漢
字
を
分
解
し
て
考
え
て
み
ま
す
と
、
皇
の
字
は
、

ま
づ
「
白
」
と
「
王
」
と
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
白
は
、
「
百
」
と
い
う
漢
字

か
ら
一
を
と
る
と
「
白
」
に
な
る
た
め
、「
九
十
九
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
、

「
王
」
は
分
解
し
て
み
る
と
「
十
」
と
「
二
」
。
白
と
王
を
合
計
し
て
み
る

と
一
一
一
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
百
十
一
歳
の
お
祝
い
と
し
て
定
着
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
一
般
に
、
百
十
一
歳
の
お
祝
い
と
い
う
と
、「
皇
寿
」

と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。
何
と
な
く
神
聖
で
近
づ
き
が
た
い
印

象
の
呼
び
名
で
、
ま
さ
に
神
の
領
域
と
い
う
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
五

月
に
茶
寿
を
迎
え
た
望
洋
荘
の
「
宝
」
で
あ
る
山
際
イ
ク
ヨ
様
を
、
皆
さ
ん

の
努
力
で
健
康
な
皇
寿
を
迎
え
さ
せ
て
下
さ
い
。 
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五
月
一
日
（
水
）
午
前
十
時
よ
り
、
山
際
イ
ク
ヨ
さ
ん
の

一
〇
八
歳
の
茶
寿
祝
賀
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

祝
賀
会
に
は
御
家
族
様
を
は
じ
め
入
居
者
、
職
員
の

方
々
も
多
数
出
席
さ
れ
ま
し
た
。
施
設
長
が
「
イ
ク
ヨ
さ

ん
は
望
洋
荘
の
宝
で
す
。
」
と
あ
い
さ
つ
。
三
男
の
息
子
さ

ん
が
「
母
が
元
気
な
こ
と
は
私
た
ち
に
生
き
る
力
と
、
ほ
の

ぼ
の
と
し
た
気
持
ち
を
与
え
て
く
れ
る
。
一
日
で
も
長
生

き
で
き
る
よ
う
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

入
居
者
代
表
の
高
木
ウ
ン
さ
ん
か
ら
花
束
を
頂
い
た
後
、

イ
ク
ヨ
さ
ん
は
誕
生
日
の
ケ
ー
キ
カ
ッ
ト
を
い
た
し
ま
し

た
。
余
興
の
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
の
後
、
最
後
に
イ
ク
ヨ
さ
ん

が
「
こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
ま
す
。
今
日
は
あ
り
が
と
う
」
の

謝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。 

                

   

五
月
十
二
日
（日
）午
後
二
時
よ
り
塩
屋
岬
ホ
ー
ル
に
て
、

母
の
日
と
誕
生
会
の
お
祝
い
パ
ー
テ
ィ
ー
を
行
い
ま
し
た
。 

ホ
ー
ル
に
は
、
色
と
り
ど
り
の
沢
山
の
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
並

べ
ら
れ
、
入
居
者
の
皆
様
は
母
の
日
に
ま
つ
わ
る
歌
「
お
か
あ

さ
ん
の
歌
」
「
お
か
あ
さ
ん
」
を
カ
ラ
オ
ケ
で
楽
し
く
歌
わ
れ

ま
し
た
。 

           
 

      
 

      

         
 

       
 

          
 

      

介護老人福祉施設 望洋荘 
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八
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寿
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会 

母
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＆
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会 

福
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五
月
三
日
付 

ア
ク
ア
マ
リ
ン
見
学 

勿
来
ユ
ニ
ッ
ト 

豊間神輿来荘 

 

五
月
二
九
日
（
水
）
十
時
よ
り
勿
来
ユ

ニ
ッ
ト
入
居
者
三
名
と
職
員
三
名
で
ア

ク
ア
マ
リ
ン
ふ
く
し
ま
へ
見
学
に
出
か
け

ま
し
た
。
四
月
に
誕
生
し
た
ば
か
り
の
ゴ

マ
ア
ザ
ラ
シ
の
雌
の
赤
ち
ゃ
ん
「み
ら
い
ち

ゃ
ん
」
も
元
気
に
親
子
で
泳
い
で
お
り
ま

し
た
。 

 五月二三日(木)午前十時より、

小名浜大原ヨークタウンへお買物

ツアーに出掛けました。久ぶりのシ

ョッピングにウキウキしながら、楽し

んでおりました。 

 五月五日（日）子供の日に豊間

青年会の御神輿が震災以降初め

て来荘して頂きました。有難うござ

いました。 

 五月八日（水）正午より小名浜源

洋丸へお寿司を食べに出かけまし

た。皆さん、活きの良い魚介類をも

りもり食しておりました。帰りの車中は

満腹でウトウトでした。 

お寿司食ツアー お買物ツアー豊間ﾕﾆｯﾄ 
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地域密着型介護老人福祉施設 せんしょう苑 

フ
ラ
ダ
ン
ス 

母
の
日 

端午の節句 

せ
ん
し
ょ
う
苑
一
番
の
ご
長
寿 

五
月
五
日(

日) 

入
居
者
様
た
ち
は
新
聞
広
告
で
兜
を
作
り
、
頭
に
被
っ

て
季
節
感
を
肌
で
感
じ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
ご
寄
付
い
た
だ
き

ま
し
た
大
き
な
五
月
人
形
を
み
ま
や
広
場
に
飾
り
ま
し
た
。
散
歩
中
の
入

居
者
様
方
の
目
に
留
ま
る
た
び
、
皆
様
は
「立
派
な
よ
ろ
い
だ
ね
え
」
と
感
嘆

す
る
声
を
あ
げ
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
。
皆
様
、
子
供
や
孫
の
初
節
句
の
時
の

思
い
出
話
を
さ
れ
た
り
し
て
、
当
時
を
懐
か
し
が
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

五
月
二
六
日
（日
）午
後
二
時
よ
り
、
み
ま
や
南
ユ
ニ
ッ
ト
に

て
、
せ
ん
し
ょ
う
苑
で
最
年
長
者
の
猪
狩
ク
ニ
子
さ
ん
九
十
九

歳(

白
寿)

の
誕
生
会
を
行
い
ま
し
た
。
誕
生
会
に
は
娘
さ
ん
ご

夫
婦
や
弟
さ
ん
な
ど
が
、
お
祝
い
の
ケ
ー
キ
を
持
っ
て
駈
け
付

け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
奇
し
く
も
二
日
後
の
五
月
二

十
八
日
は
、
入
居
者
佐
々
木
ヨ
シ
ヱ
様
の
八
十
八
歳
（
米
寿
）

誕
生
日
と
な
る
た
め
、
そ
の
米
寿
の
お
祝
い
も
兼
ね
た
合
同
の

誕
生
会
と
な
り
ま
し
た
。
職
員
の
演
奏
す
る
ギ
タ
ー
の
音
色

に
合
わ
せ
て
皆
で
誕
生
日
の
歌
を
唄
い
、
切
り
分
け
ら
れ
た
ケ

ー
キ
を
お
い
し
そ
う
に
召
し
上
が
ら
れ
ま
し
た
。
ク
ニ
子
さ

ん
、
ヨ
シ
ヱ
さ
ん
の
お
二
人
共
と
て
も
お
幸
せ
そ
う
で
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
し
た
。 

五
月
二
十
六
日(

日)

午
後
三
時
よ
り
、
み
ま
や
広
場
に
て
、

髙
橋
優
子
様
に
「
フ
ラ
ダ
ン
ス
」
を
ご
披
露
い
た
だ
き
ま
し
た
。

高
橋
様
は
、
こ
の
日
九
十
九
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た
猪
狩
さ

ん
の
知
人
で
あ
り
、
わ
ざ
わ
ざ
仙
台
か
ら
祝
福
の
た
め
来
苑
さ

れ
ま
し
た
が
、
ご
厚
意
で
入
居
者
の
皆
様
に
フ
ラ
ダ
ン
ス
を
ご

披
露
く
だ
さ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
全
員
へ
プ
レ
ゼ

ン
ト
に
色
と
り
ど
り
の
綺
麗
な
レ
イ
（
首
飾
り
）ま
で
戴
き
ま
し

た
。
皆
様
大
喜
び
で
し
た
。
又
、
目
の
前
で
観
る
本
格
的
な
フ

ラ
ダ
ン
ス
に
感
激
し
て
い
ま
し
た
。
フ
ラ
ダ
ン
ス
は
数
曲
に
も
及

ぶ
も
の
で
し
た
が
、
入
居
者
の
皆
様
は
途
中
で
飽
き
る
こ
と
も

な
く
、
時
に
は
手
拍
子
な
ど
も
交
え
な
が
ら
、
最
後
ま
で
踊
り

に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

五
月
十
二
日(

日)

母
の
日
に
は
、
た
く
さ
ん
の
ご
家
族
様
が

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
持
っ
て
来
苑
さ
れ
ま
し
た
。
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ

ン
に
は
、
一
般
に
知
ら
れ
て
い
る
赤
い
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
「
愛

情
」
と
い
う
花
言
葉
以
外
に
も
、
例
え
ば
白
い
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン

に
は
「
尊
敬
」
、
ピ
ン
ク
な
ら
ば
「
感
謝
」
と
い
っ
た
よ
う
に
、
色
に

よ
っ
て
異
な
る
花
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
多
く
は
、
目
上
の

人
に
対
す
る
敬
意
や
い
た
わ
り
を
意
味
す
る
も
の
で
す
。
入
居

者
の
皆
様
が
赤
や
白
、
ピ
ン
ク
と
い
っ
た
色
と
り
ど
り
の
カ
ー

ネ
ー
シ
ョ
ン
の
花
に
囲
ま
れ
て
い
る
様
は
ま
さ
し
く
、
ご
家
族
の

皆
様
か
ら
の
感
謝
の
気
持
ち
に
包
ま
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
り
ま

し
た
。 
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「
介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
者
」
の
有
効
期
限
が
六
月
三

〇
日
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
ち
ら
の
更
新
手
続
き
は
、
望
洋

荘
・
せ
ん
し
ょ
う
苑
と
も
に
入
居
者
様
全
員
ま
と
め
て
、
い
わ
き

市
に
申
請
い
た
し
ま
す
。
そ
の
後
、
い
わ
き
市
か
ら
届
い
た
結
果

を
皆
様
へ
送
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

「
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
」
に
つ
い
て
は
、
入
居
者
様

の
現
住
所
に
七
月
ご
ろ
に
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
届
き
ま
し
た

ら
お
手
数
で
す
が
望
洋
荘
・
せ
ん
し
ょ
う
苑
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。 

       

四
月
七
日
未
明
に
降
っ
た
豪
雨
に
よ
り
、
床
上
浸
水
以
上
の

被
害
が
あ
っ
た
方
に
は
、
各
種
減
免
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
ま

す
。
次
の
文
章
は
、
「
介
護
保
険
に
関
わ
る
減
免
に
つ
い
て
」
を
い

わ
き
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
抜
粋
し
た
も
の
で
す
。 

四
月
七
日
の
大
雨
に
よ
り
、
床
上
浸
水
以
上
の
被
害
が
あ

り
、
第
一
号
被
保
険
者
又
は
生
計
中
心
者
が
所
有
す
る
居
宅
、

家
財
等
の
財
産
に
、
そ
の
価
格
の
一
〇
分
の
二
以
上
の
損
害
が

あ
る
場
合
、
申
請
す
る
こ
と
に
よ
り
、
介
護
保
険
料
及
び
介
護

保
険
利
用
者
負
担
額
を
減
免
し
ま
す
。 

（
平
成
二
四
年
の
合
計
所
得
金
額
が
一
千
万
円
を
超
え
る
場

合
は
、
該
当
し
ま
せ
ん
。
） 

 

※
こ
の
他
に
も
、
後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
料
や
地
方
税
・
固

定
資
産
税
な
ど
の
減
免
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
該
当
さ
れ
る
と

思
わ
れ
る
方
は
、
い
わ
き
市
役
所
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

  

望  

洋  

荘 

六
月
十
四(

金)

十
五
日(

土) 

午
前
十
時
よ
り 

 

「
余
興
・
マ
ッ
ジ
ク
シ
ョ
ー
・
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
な
ど
」 

 
 

鹿
児
島
県
社
協 

さ
わ
や
か
会
様 

            
 

六
月
二
三
日(

日) 

午
前
十
時
よ
り 

 
 

「家
族
交
流
会
」 

豊
間
ユ
ニ
ッ
ト 

  

   

せ
ん
し
ょ
う
苑 

六
月 

五 

日(

水) 

午
後
二
時
二
五
分
よ
り 

 

「ガ
ス
ト 

テ
ィ
ー
タ
イ
ム
」東
ユ
ニ
ッ
ト 

六
月
二
一
日(

金) 

午
前
十
一
時
よ
り 

 

「 

外 

食 

」 

西
ユ
ニ
ッ
ト 

六
月
二
四
日(

月) 

午
前
十
一
時
三
〇
分
よ
り 

 

「ガ
ス
ト 

ラ
ン
チ
タ
イ
ム
」南
ユ
ニ
ッ
ト 

六
月
三
十
日(

日) 

午
前
十
一
時
よ
り 

 

「 

外 

食 

」 

南
ユ
ニ
ッ
ト 

         

有 

田 
 

ミ 

イ 

六 

北 

郷 
 

シ 

マ 

六 

吉 

田 
 

勝 

則 

六 

望  

洋  

荘 

月 月 月 

二
三 

十
六 

二 

日 日 日 

様 （
日
） 

勿 

来 

ユ
ニ
ッ
ト 

様 （
日
） 

勿 

来 
ユ
ニ
ッ
ト 

様 （
日
） 
豊 
間 

ユ
ニ
ッ
ト 

（九
五
歳
） 

（九
七
歳
） 

（七
十
歳
） 

誕
生
日 

誕
生
日 

誕
生
日 

宮

崎

 

ミ

ツ 

六 田

 

キ

ヨ 

六 

野

口

 

イ
ク
子 

六 

せ
ん
し
ょ
う
苑 

月 月 月 

二
六 

二
〇 

三 

日 日 日 

様 （水
） 

み
ま
や
東 

ユ
ニ
ッ
ト 

様 （木
） 

み
ま
や
南 

ユ
ニ
ッ
ト 

様 （月
） 

み
ま
や
南 

ユ
ニ
ッ
ト 

（九
十
歳
） 

（九
五
歳
） 

（九
三
歳
） 

誕
生
会 

誕
生
会 

誕
生
会 

編
集
後
記 

『せ
ん
し
ょ
う
苑
・望 

洋 

荘
』 

便
り 

平
成
二
十
五
年
五
月
三
十
一
日
発
行 

発
行
所 

い
わ
き
市
平
豊
間
字
合
磯
三
十
九
番
地 

社
会
福
祉
法
人 

り
ん
さ
く
福
祉
会 

地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設 

せ
ん
し
ょ
う
苑 

電 

話 
 

（０
２
４
６
）３
８
‐
６
３
３
１ 

介
護
老
人
福
祉
施
設           

望 
 

洋 
 

荘 

電 

話 
 

（０
２
４
６
）５
５
‐
７
３
７
３ 

 

【
六
月
の
行
事
予
定 

】 

【
六
月
の
お
誕
生
会
予
定 

】 

【
六
月
の
行
事
予
定 

】 

【
六
月
の
お
誕
生
会
予
定 

】 

【
介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
者
証
】
お
よ
び 

【
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
】
更
新
の
ご
案
内 

【
四
月
七
日
の
大
雨
で
被
害
が
あ
っ
た
方
の
減
免
制
度
】 


